
一り
(
質
問
順
V

。

そ
れ
だ
け
で
な
く
触
覚
、
膜
覚
な

3
人

が

一

般

質

問

一

井

口

雅

裕

議

員

(

無

)

予

防

接

ど

五

感

を

鍛

え

て

い

る

こ

と

も

取

一

種

へ

の

補

助

一

、

り
上
げ
た
。

幻
自
み
な
ベ
町
議
会

一

一

一
池
田
三
千
留
議
員
(
共
産
)
み
一

米
国
の
給
食
で
は
カ
フ
ェ
テ
リ
τ

み
な
ベ
町
議
会
5
月
定
例
会
の
一
な
ベ
町
の
公
文
書
マ
国
民
健
康
保
一

'

ア
で
提
供
さ
れ
る
フ
ァ
ス
ト
ア
ー

一

一
般
質
問
は
剖
日
に
あ
り
、

3
人
一
険
税
の
子
ど
も
の
均
等
割
減
免
を
、一

み
な
ベ
町
、
井
出
慎
太
郎
・
御
一ド
な
ど
を
自
由
に
選
べ
、
子
ど
も

一

が
質
問
に
立
つ
。
内
容
は
次
の
通

一

永
井
幸
喜
議
員
(
無
)
消
火
栓
一坊
市
、
山
羽
潤
子

一た
ち
が
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
ず
一

1
1
J
1
1
1
1
1ト
j
1
1
1ト
1
t
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
t
1
IT
-
-
i
t
-
-
1
1
1
J
i
-
-
一に
食
べ
、
肥
満
児
が
多
い
こ
と
に

一

E
E
E
E
E
E
E
E
E主
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
t
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
一も
触
れ
た
。

一

I

i}
v
・

a.

，
E
I
-
-
-
・
・
一
る
。

一

一
方
、
県
内
で
は
全
国
平
均
か
一

一

邑

事

f
D
L区
t
む

さ

し

が

博

義

一

学
校
給
食
の
雑
誌
で
連
載
も
し

一ら
み
て
糖
尿
病
が
多
か
っ
た
り
、

一

一

音

和

幸

G
4芳
三

メ

治

説

話

一て
お
り
、
今
回
は
海
外
の
学
校
給
一平
均
寿
命
で
は
下
位
の
状
怒
っ

一

一

，

b

:

?

v

i

v

-

-;

・
4

p
ノ

一食
、の
事
情
や
県
民
の
健
康
状
態
な

一た
り
と
い
っ
た
数
字
を
挙
げ
て
紹
一

一

田

辺

県

芋

佼

栄

養

士

併

売

会

一ど
に
つ
い
て
話
し
た
。

一介
し
た
。

一

一

|

'

!

;

・

'
:
'

-

-

J

f
，i

，

4

一

イ
タ
リ
ア
の
料
理
研
究
機
関
に

一

最
後
に
「
日
本
は
ト
ッ
プ
レ
ペ

一

一
県
学
校
栄
養
士
研
究
会
の
講
演
一し
て
話
し
た
。

一

留
学
し
た
経
験
か
ら
、
イ
タ
リ
ア

一ル
の
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
学
校
給
食

一

一
会
が
回
目
、
田
辺
市
高
雄
1
丁
目

一

東
京
都
出
身
の
金
丸
さ
ん
は
、

一で
は
学
校
給
食
は
前
菜
か
ら
デ
ザ
一を
提
供
し
て
い
る
。
皆
さ
ん
自
信

一

一
の
市
民
総
合
セ
シ
タ
ー
で
あ
り
、
一
イ
タ
リ
ア
に
留
学
し
て
料
理
を
学
一

l
ト
ま
で
の
コ
ー
ス
料
理
が
出
る
一
を
持
っ
て
ほ
し
い
。
子
ど
も
の
健
一

一
県
内
か
ら
参
加
し
た
栄
養
士
白
人

一ん
だ
。

2
0
1
6年
に
龍
神
村
に
一
こ
と
、
公
立
小
中
学
校
で
は
有
機
一
康
に
す
ご
く
役
立
っ
て
い
る
」
と
一

'一
を
前
に
岡
市
龍
神
村
小
家
の
食
環

一家
族
で
移
住
し
て
食
品
加
工
・
販
↑栽
培
し
た
地
域
の
食
材
を
使
用
す
一
語
っ
た
。

一

境
・
地
域
経
済
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、

一売
の
カ
フ
ェ

「C
O
N
S
E
R
V
一る
と
決
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
説
一

講
演
後
、
経
営
す
る
屈
で
販
売
一

金
丸
知
弘
さ
ん

(mvが
「海
外

一A

(コ
ン
セ
ル
ヴ
ナ
)
」
を
経
営
一
明
。
「
ま
さ
に
地
産
地
消
。
子
ど
・一し
て
い
る
ジ
ャ
ム
の
試
食
も
あ
っ

の
学
校
給
食
と
健
康
事
情
」
と
題

一喝
す
る
傍
ら
各
地
で
講
演
を
し
て
い
一
も
た
ち
に
郷
土
料
理
を
継
続
し
て

一た
。
金
丸
さ
ん
は
、
食
品
廃
棄
を

一
教
え
、
地
域
の
農
家
を
育
て
る
こ
一
減
ら
す
i

こ
と
や
地
域
の
農
産
物
を

一
と
に
な
る
」
と
話
し
た
。
イ
タ
リ
一
使
う
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ

一
ア
は
有
機
栽
培
の
自
給
率
が
欧
州
一
と
も
語
り
「
捨
て
ら
れ
て
い
る
農

一
で
ト
ッ
プ
と
い
う
。

一
産
物
が
学
校
給
食
で
使
わ
れ
る
よ

一
フ
ラ
ン
ス
で
は
子
ど
も
た
ち
の
一
う
に
な
れ
ば
い
い
と
思
う
」
と
述

'一
昧
覚
教
育
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
一
ベ
た
。

同
閃
凹

〔日日発表
〕

同
日
午
後
和

和
歌
山
市

一
泉
元
湯

温
泉
ウ

一
活
動
を

一
し
た
い

の
り
、
女
性
一

内の
6
人
が
一

変
~
締
太
一

巳
音
合
わ
せ
一

r
の
作
曲
家

「
ま
ほ
ら
」

γ
自
然
に
彩

ー
少
し
た
曲

宮」
。

「和
隆
会
長

℃
に
計
4
回

国
の
合
っ
た

ち
て
い
る
。

官
募
集
し
て

富
神
村
安

ロ
門
i
q
u
G
U

・

工会総会聞く
会長が再選

る伊藤研治会長 (田辺市吉田申村龍神で)


